
大学回答欄

 本学では、新型コロナウィルス感染症に関する対策本部会議を立ち上げ、同感染症に対する基本方針と同感染症
対策を踏まえた授業の実施方針を策定し、感染状況等を踏まえ、適宜、方針の見直しを実施している。
 令和２年４月30日（木）から令和２年６月５日（金）までは、遠隔授業（以下「在宅授業」という。）のみを実
施し、令和２年６月８日（月）以降は、感染防止対策が講じられていることを要件として、対面授業を一部開始し
た。
 以後、令和３年度後学期まで、在宅授業と対面授業を適宜併用している。

 オンライン教育推進室が教員と学生別に特設サイトを開設し、在宅授業の実施に関する情報をワンストップで提
供し、メール･電話･チャットボットにより教員と学生からの問い合わせに対応している。
 特設サイトには、教員向け情報として、在宅授業の実施方法に関するマニュアルなどを掲載し、学生向け情報と
して、在宅授業の受講方法や課題の提出方法、動画教材の視聴方法などに関する資料を掲載している。

 全学的方針として、在宅授業は、動画等を活用したオンデマンド型授業を推奨し、同時双方向型授業は非推奨と
している。
 オンデマンド型授業を推奨した理由は、動画等を繰り返し視聴したり、わからないことを授業途中でも調べたり
することにより、学生が個人の理解度に応じた学習を進めることができるためである。
 同時双方向型授業を非推奨とした理由は、授業の途中に受講生のうち１名でも通信不具合等が生じると授業全体
をストップせざるを得ないため、積極的な導入は困難であると判断したためである（ただし、少人数のゼミなどで
は、各教員の判断により同時双方向型で実施しているものもある。）。

 教員を対象とした在宅授業の実施状況に関するアンケートや、学生を対象とした在宅授業の学習状況の確認アン
ケートを実施し、アンケート結果や教員や学生から寄せられる質問・意見などを踏まえ、授業担当教員に対し、在
宅授業の実施における留意事項や改善事項を数度にわたり周知し、在宅授業の改善や質の確保について組織的に取
り組んでいる。

 令和２年度入学生や令和３年度入学生は、コロナ禍の影響により、大学に登校する機会が少なくなることが想定
されたため、なるべく大学に登校する機会を確保する観点から、令和３年度前学期の授業の実施方針では、令和２
年度入学生や令和３年度入学生に対し、優先的に対面授業の実施を検討するよう各部局に依頼した。

付録３ 新型コロナウイルス感染拡大の状況における大学の対応について（静岡大学）

１．新型コロナウイルス感染症に対応して、教育課程の実施、授業の方法等について、学生の学習の質を維持する
ために行った取組の概要を確認したい。
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 在宅授業の受講にあたり、①パソコンなどの情報通信機器を保有していない学生、②自宅に十分なインターネッ
ト環境がない学生、③同じ日に間隔を空けて複数の対面授業がある場合の待ち時間や、対面授業の前後に同時双方
向型の在宅授業がある学生などに対し、Wi-Fi環境のある教室を常時利用できるよう確保するとともに、授業など
の利用予定のない時間帯の教室やパソコン実習室等で、在宅授業を受講したり自習をしたりするなどをすることを
許可している。

 学生が感染リスクを考慮し対面授業を欠席した場合も欠席扱いとはせず（これにより課題やレポート提出等を免
除するものではない。）、成績評価（単位認定）においてもオンライン上で提出させるレポートや小テスト等、学
生が大学に登校しなくても対応可能な方法により実施している。
 コロナ禍の中で刻々と変化する就活状況を就職情報会社や個別企業から情報 収集しつつ、就職ガイダンスの内
容・開催時期や就職相談に反映するとともに、就職相談に来る学生のニーズ等を踏まえ、就職相談・面接指導をオ
ンラインで対応するなど適切な就職支援を実施している。

 静岡大学未来創成基金や日本学生支援機構の新型コロナウイルス感染症対策 助成事業を活用した学生への経済的
支援策の実施している。

 静岡大学未来創生基金を活用した学生へ の貸付金事業の実施している。

 学内外の相談体制・窓口について、メール配信やWEB掲載などにより学生へ の周知を行うとともに、各学部・
研究科の協力も得つつ学生生活全般に係るメン タルケアの強化をしている。

 渡日する留学生へ水際対策期間中のホテル滞在費を補助した。

 対面による留学生カウンセリングをオンラインにより実施した。

 帰国困難学生に対し、留学生寮への滞在許可期間を柔軟に対応した。

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に寄与するため，8月30日(月)～9月12日(日)及び9月27日(月)～10月
10日(日)の期間において，静岡・浜松両キャンパスを会場とし，新型コロナウイルスワクチン接種（大学拠点接
種）を行い，約5,800名の学生の接種を完了した。

２．新型コロナウイルス感染症に対応して、学生の学習及び生活の支援について行った取組の概要を確認したい。
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